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を、戦略会議メンバーに加え、物流業界団体や物流
事業者、消費者団体など23団体で実施することにつ
いて案として取りまとめ、令和６年９月３日に共同
宣言を実施したものです。
　同宣言は、①物流の円滑化に向けた取り組み、②
物流業界の人材確保・定着に向けた取り組み、③再
配達の削減徹底に向けた取り組みの３項目について
連携を行うものです。①では商慣行の見直しや物流
の効率化を図り、「ホワイト物流自主行動宣言」を推
進します。②では法令順守と労働環境の改善、業界
の魅力発信、多様な人材の活用とマッチングを行い
ます。③では置き配や宅配ボックスなどの利用、１
回の配達で確実に受け渡しできる日時、場所の選択
の呼びかけを行います。
　人手不足を克服し、持続可能な物流体制の構築で
きるよう、関係者が一丸となって取り組んでまいり
ます。

問合せ先　埼玉県産業労働部　産業労働政策課
　　　　　TEL ０４８－８３０－３７０２

　2024年４月からドライバーの時間外労働時間の上
限が年960時間となり、働き方改革が進む一方、物流
業界における人手不足が喫緊の課題となっています。
　そこで、令和６年９月３日(火)に、国、県、物流
業界団体、物流事業者、消費者団体など合わせて23
者により「埼玉の持続可能な物流の確保に向けた共
同宣言式」を知事公館で実施しました。
共同宣言を行うに至った経緯
　令和６年４月１日から運輸業などに時間外労働の
上限規制が適用され、何も対策を講じなければ輸送
能力が不足し「モノが運べなくなる」可能性が懸念
されるなど、物流を取り巻く環境は危機的状況とな
っています。
　物流は県民生活を支える重要な社会インフラであ
り、持続可能な物流体制を構築していくことは、物
流業界だけの課題にとどまらず、本県経済や県民生
活に直結する重要な課題であり、その解決のために
は物流事業者だけでなく、荷主や消費者、関係団体
等が連携し、商慣行の見直しや物流業務の効率化、
荷主と消費者の行動変容に向けて、社会全体で取り
組んでいく必要があります。
　そこで、「強い経済の構築に向けた埼玉県戦略会議」
の下に設置された「人手不足対策分科会」において、

「埼玉の持続可能な物流の確保に向けた共同宣言」

　企業の人材育成の実践について、専門家が分かり
やすく解説します。人への投資に関する知識やノウ
ハウのインプットを通じて、自社の人材育成に活用
いただくことを目的としています。
日時 10/18(金)13:30～15:30　ZoomによるWeb配信
内容 ・人材育成における現状と課題
　　 ・研修の計画から実施までの流れ
　　 ・研修を企画しよう！
講師 ビズハウス(株)　代表取締役　迫 大輔 氏
定員 50名　　費用 会員無料　一般2,100円
問合せ先　公社　研修・情報グループ
　　　　　TEL　０４８－６４７－４０８７

　コロナ禍で行われたゼロゼロ融資。その救済策と
して設けられた「資本性劣後ローン」について解説
します。また、銀行の評価を上げる具体策を解説し、
融資を受けやすくなる決算書のポイントを学びます。
日時 10/30(水)14:00～16:30　ZoomによるWeb配信
内容 ・ゼロゼロ融資を返せない会社が急増！？
　　 ・資本性劣後ローンとは 他
講師 創業・ベンチャー支援センター埼玉

開業アドバイザー　望月 由美子 氏
定員 50名　　費用 会員無料　一般2,100円
問合せ先　公社　研修・情報グループ
　　　　　TEL　０４８－６４７－４０８７
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【Web配信】会員優待セミナー
すぐに使える！企業の成長につなげる
人材育成の進め方
https://www.saitama-j.or.jp/seminar/24kuc

【Web配信】会員優待セミナー
資本性劣後ローンの紹介と融資時に
銀行が着目する決算書のポイント解説
https://www.saitama-j.or.jp/ seminar/24kud

「埼玉の持続可能な物流の
確保に向けた共同宣言」
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0801/logistics-support.html
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企業の皆様へホットな話題を提供！

令和６年９月３日(火) 埼玉の持続可能な物流の確保に向けた共同宣言式


